
□SM400A　□SN400B　□SN400C

■SS400　□SN400B　□SM400　□SM490A

□SSC400　□

□SS400　□SN400B　□SM400　□SM490A

ＰＨＣ（□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

使用箇所

１．建築物の構造内容

（１）工事名称

　　　建築場所

（２）工事種別

（３）構造種別

（４）階　数

（５）主要用途

（７）増築計画

（８）付帯工事

（９）特別な荷重

（10）構造計算ルート

（２）コンクリートブロック（ＣＢ）

（３）鉄筋

（１）コンクリート

２．使用構造材料

（６）屋上付属物

溶接金網(JIS G 3551)

高強度せん断補強筋

丸　鋼

■SD345

□SD390

□SD490

□KSS785

□SR235

□SR235

異型鉄筋

※□機械式継手（　　　　　）

　　基礎(耐圧板)主筋は打合せにより決定

※■ガス圧接継手　Ｄ１９以上

　■重ね継手　　Ｄ１０～Ｄ１６Ｄ10～Ｄ16

Ｄ19～Ｄ22

種　類 径

※□溶接継手（　　　　　　）

６．鉄骨工事

（１）コンクリート

（２）鉄　筋

（３）型　枠

齢
に
よ
る
場
合
(日)

コンクリート
の圧縮強度
による場合

　早強

ポルトランドセメント

ポルトランドセメント

　普通

　Ｂ種

　混合セメントの

　Ａ種

　混合セメントの

ポルトランドセメントポルトランドセメントポルトランドセメント

早強 普通

Ａ種

混合セメントの

Ｂ種

早強 普通

混合セメントの

Ａ種

混合セメントの

Ｂ種

混合セメントの

ポルトランドセメント

せき板 支柱

梁下スラブ下基礎、梁側、柱、壁

2

3

3

5

5

7

8

5℃以上 2828

17

2512

281510850℃以上

15℃以上
コ
ン
ク
リー

ト
剤

部
位

の種類

存
置
期
間
の

種類

セメント

平
均
気
温

短期、標準の場合　5N/mm2(10/mm2)

長期、超長期の場合　10N/mm2(15/mm2) 設計基準強度Fcの100％以上であり、かつ施工中の荷重及び

外力について、構造計算により安全である事が確認されるまで。　(　)はせき板取外し後JASS5の第8節の湿潤養生しない場合

　　場合の支柱等は、必要に応じて存置期間を延長する。

注2.スラブ下及び梁下のせき板は原則として支柱を取り外したのちに取り外す。

注4.支柱の盛替えは原則として行わない。

注3.上表より早く支柱を取り外す場合は、JASS5の9.10.f.の方法とし、工事監理者の承認を得る。

注5.せき板の取り外し後は、ただちにJASS5の第8節に従い養生を行う。

注6.上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

注7.混合セメントとは、高炉セメント、シリカセメント、フライアッシュセメントの総称である。

５．鉄筋コンクリート工事

（４）鉄　骨

（６）屋根、床、壁

３．地　盤

（１）地盤調査資料

（２）地盤調査計画

（３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

（４）ボーリング標準貫入値、土質構成　　→　S-**　参照。

（１）直接基礎

（２）杭基礎（本体）

種　　類 使用箇所 現場溶接 備　考

□有 ■無

□有 ■無

□有 ■無

□有 ■無

□有 ■無

□有 ■無

□ＲＣ　□ＰＣ

□ＰＨＣ　□Ｈ鋼

□鋼管　□摩擦杭

□

ＰＲＣ（□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種）

鋼材　□ＳＳ４００

　　　□ＳＴＫ４００

□打ち込み

□埋込み（BASIC工法）

□

□

□場所打ち コンクリート　　Fc=　　　N/mm2

□ＢＨ　□深基礎　□手堀

□ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ　□拡底杭

□ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ

□ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ　□ﾐﾆｱｰｽ

スランプ

セメント量　　　kg/m3

鉄筋　主筋　　　ＳＤ

　　　ＨＯＯＰ　ＳＤ

　コンクリート杭

杭　種 材　料 施工法 備　考

大臣認定

第TACP-0341号
平成22年2月5日

建築センター認定

第　　　　　号

平成　年　月　日

設計支持力（kN）杭　径（mm） 杭の先端深さ（ｍ） 本　数 特記事項

・調合管理強度　Fm=Fq+mSnとする。ここで、品質基準強度Fqは、設計基準強度Fcもしくは

　耐久設計基準強度Fdのうち大きい方の値とし、構造体強度補正値mSnは、JASS5の5.2.Cによる。

　ただし、※印のコンクリートは適用しない。

・単位水量、水セメント比は打設前に監理者へ報告、打合せを行うこと。

・打設計画上、土間コンクリートを基礎梁又は１階躯体と同じ配合とする場合は、監理者の承認を得ること。

適　用　箇　所
設計基準強度Fc

N/mm2 N/mm2
スランプ

cm
品質基準強度Fq 混和材料　等

種類

備　考

（５）ボルト

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

（３）工事監理者が行う検査項目

（４）接合部の溶接は下記によること

（５）接合部の検査

検査箇所 検査方法
検査率または検査数

社　内 工事監理者
備　　考

■完全溶込み溶接部
(突合せ溶接)

□

□

外観検査(※)

超音波探傷試験

内質検査(※)

マクロ試験・その他

100　％　個

100　％　個

JASS6による
※1

   　％　個

       　個

   　％　個

       　個

   　％　個

   　％　個   　％　個

   　％　個

       　個

第三者検査機関名

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者または、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

※平成12年建設省(国交省)

告示　第1464号二号による

  　（目視及び計測）

UT検査はJASS6による
※1
ＡＯＱＬ　２．５％
検査水準　第１水準

外観検査(※)

ＣＩＷ認定業者

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関とし、外観検査、超音波探傷試験を100％行うこと

（６）防錆塗装

（７）溶融亜鉛めっき工法

７．設備関係

８．その他

４．地業工事

継手工法

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

　　　　　　　　　□機械堀

注1.片持梁、庇、長大スパンの梁、大型スラブ等の型枠を支持する支柱、または施工荷重が著しく大きい

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

第三者

同上

（３）地盤改良・地盤補強

■SD295

□高炉B

■普通 
1518捨てコンクリート　※ 18

15
■普通 

□高炉B
基礎 21 24

□高性能ＡＥ減水剤

■ＡＥ減水剤　　　

基礎

基礎柱

梁、プレート類

■BCR295　□BCP325　□SS400

□STKR400　□STKR490　□STK400

柱

□SM490A　■SN490B　■SN490C プレート類

□　ＨｙＳｐｅｅｄ工法　　□　浅層地盤改良　　□　その他（　　　　　）

□　プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）　　□

□　木造（Ｗ）　　□　補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　　■　鉄骨造（Ｓ）

□　エレベーター　人乗（マシンルームレス・ロープ式・油圧式）　　□　リフト　　kN

□　ホイスト　　kN　　□　倉庫積載床用　　kN/㎡　　□　受水槽　　kN

□　ＡＢＲ４００　M　　　L=　　  mm　ナット（□シングル　□ダブル）

□折　版　　　　　　　　　Ｈ＝　　　　　　　厚 　

■　コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、本設計図に記載されている事項を除きＪＡＳＳ(2009)による。適用は　■印　とする

□　鉄筋コンクリート造（ＲＣ）　　□　壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

□　鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）　　□　壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

□　門扉　　□　擁壁　　□　　　　　□

□　煙突　　□　キュービクル　　kN　　□

■　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

　　など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

　　（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた計測器を用いて行い、試験結果の記録及び計測器の表示部を

　　1回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

■　調合強度の管理のための試験は、JASS5の付11.（JASS5T-602:2009）により標準養生にて材齢28日で製造工場

■　構造体のコンクリート強度の推定試験は、JASS5の付12.（JASS5T-603:2009）により、構造体コンクリートの

　　材齢28日圧縮強度の推定用及び型枠取外し時期決定用は現場水中養生にて、また、構造体コンクリートの材齢

　　28日を超え91日以内の圧縮強度推定用現場封かん養生にて行う。

■　ポンプ打ちコンクリートは、目的の位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下高さ及び

　　水平移動距離は、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送施工技能

■　鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

　　施工は本設計図に記載されている事項を除き、JASS5（2009）による。

□　高強度せん断補強鉄筋は、ＪＩＳ　Ｇ　３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

■　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造

　　配筋基準図（１）（２）」または、「壁式鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）（２）」による。

■　Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、（社）日本鉄筋継手協

　　会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

　　箇所ごと）に1回行い、1回の試験は引張試験の場合は3本以上、超音波探傷試験の場合は30カ所以上を無作為

　　に抜き取る。　なお、外観検査は全圧接部とする。

　　外観試験　　■有　　□無、　　引張試験　　□有　　■　無、　　超音波探傷試験　　■　有　　□　無

■　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法　一般部：　■　Ｈ型（タガ）　　□　Ｗ型（溶接型）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕口部：　■　Ｈ型（タガ）　　□　Ｗ型（溶接型）

□　コンクリート及び鉄筋の試験

試験機関名　：

代行業者名　：

　代行業者名とは、試験に伴う業務を代行する者をいう。

■　材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。

■　型枠存置期間

■　施工は本設計図に記載されている事項を除き、

　　JASS5（2009）による。

■　密実に充填するための打ち込み、締固め方法及び打継ぎ部の処理方法はJASS5の第7節による。

　　ごとに行い、コンクリート種類ごと、打ち込み日ごと、打ち込み工区ごと、150m3及びその端数ごとに1回行

　　い、3回を1検査ロットとする。1回の試験には3個の供試体を用いる。

　　試験は製造工場ごとに行い、コンクリート種類ごと、打ち込み日ごと、打ち込み工区ごと、150m3及びその端

　　使用する。

M12　　M16

　□アンカーボルト

□　ＡＢＭ４９０　M　　　L=　　　mm　ナット（□シングル　□ダブル）

Φ＝　　　　　L=　　　mm　　　使用箇所（　□柱　　□大梁　　□小梁）

□キーストーンプレート　　型式　　　　　　　厚

□デッキプレート　　　　　型式　　　　　　　厚

□特殊デッキプレート　　　　　　　　　　　　厚

□その他

□無　（調査予定　　□有　　□無）

□ボーリング調査　　□静的貫入試験　　□標準貫入試験　　□水平地盤反力係数の測定

□土質試験　　□物理探査　　□平板載荷試験

支持層　－　

杭仕様　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書

試験杭　　（□有　　□無）　　（□打ち込み　□載荷　□引抜き　□孔壁測定）

　■高力ボルト

■　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

□　（社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

■　鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

■　製作工場　　■　製作要領書　　■　工作図　　■　施工計画書

■　材料規格証明書または試験成績書

■　鋼材　　■　高力ボルト　　□　特殊ボルト　　□　スタッドボルト

■　社内検査表　　　　　　　　□　　　　　　　　□

■　建方検査

□　日本建築学会「溶接工作規準、同解説　　Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

■　日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

■　建築構造設計指針・同解説

■　溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

■　高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ　１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを原則として

　　スプライスプレート全面の範囲でショットプラスト、グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然

　　放置して発生した赤さび状態であること。ただし、ショットプラスト、グリットブラストによる処理で表面

　　粗さが５０S以上である場合は、赤さびは発生しないままで良い。

■　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものとし、締付けの順序は部材が十分密着するよう注

　　意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。

　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

　　②　コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分

　　①　高力ボルト接合の摩擦面

　　③　現場溶接を行う部分の両側100mm程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範囲

　　④　耐火被覆材の接着する面（耐火材吹付けやラスモルタル塗り等の接着のみで取り付けられる場合）

　　４つ星２回塗りを標準とするが、安状に応じて決定すること。

■　本設計図以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

■　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

■　床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし、管の間隔を管径の３倍以上かつ5cm

　　以上を原則とする。

■　諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。

■　必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

□

　　を使用し２回塗りとする。ただし、耐火被覆接着面は不要。

　　めっき工法による。

□　Ａ種　　□　Ｂ種　　□　Ｃ種　　　厚　□　１００　　□　１２０　　□　１５０　　□　１９０

（下記以外の既製品を使用する場合は、別図による。）

■　湿潤養生の方法や期間、養生温度及び振動や外力らの保護についてはJASS5の第8節による。

■　セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法

■　レディーミクストコンクリートの受入れ時の検査はJASS5の11.5による。塩化物測定は原則として工事現場で

　　測定検査の回数はコンクリート種類ごと、打ち込み日ごと、150m3及びその端数ごとに1回以上とし、1回の検

　　査における測定試験は同一試料から取分け3回行い、その平均値を試験値とする。

　　数ごとに1回行う。1回の試験には、適当な間隔をおいた3台の運搬車から1個ずつ採取した合計3個の供試体を

　　士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、同一工区の打ち込み継続中における打重ね時間間

　　隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は１２０分を目安とし、先に打ち込ん

　　だコンクリートの再振動可能時間内とする。

■　ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００箇所を超える時は２００

（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

□　現寸検査　　　　　　■　組立・開先検査　　　　　　■　製品検査

■　耐久設計基準強度Fd　　□　短期（18N/mm2）　■　標準（24N/mm2）　□　長期（30N/mm2）　□　超長期

□　地上部分の鉄部は溶融亜鉛めっき工法とし、公共建築共通仕様書（建築工事編）平成22年版12節　溶融亜鉛

□　ＡＢＭ４００　M　　　L=　　　mm　ナット（□シングル　□ダブル）

構造設計特記仕様書

□　広告塔　　□　高架水槽　　kN　　□　空調屋外機　　□　太陽光発電設備　　kN

□ＡＬＣ床版　　　　　　　　厚

□　認定または登録工場（　　　　グレード以上　　　　　　　　　　　　）

　　錆止めのペイントは、□ＪＩＳ　Ｋ５６２５、■ＪＩＳ　Ｋ５６７４、□　　　　　　　を使用して、

■　防錆塗装の範囲は、以下の①～④以外の部分とする。

■　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイント

■　各試験の供試体は公的試験期間にて試験を行い工事監理者に報告すること。

第6坂内建設長楽寺ビル玄関 増築工事

広島市安佐南区長楽寺

□　新築　　■　増築　　□　増改築　　□　改築

集合住宅

地下　　　階　　　地上　１　階　　　塔屋　　　階

□　有（　　　　　　　）　　□　無

Ｘ方向ルート　１－１　　Ｙ方向ルート　１－１　　

□　Ｆ１０Ｔ　　■　Ｓ１０Ｔ　　□　Ｆ８Ｔ[認定品]（□　M12　　■　M16　　□　M20　　□　M22　　□　M24）

　□中ボルト

□　ＳＳ４００  　M　　  L= 　   mm　ナット（□シングル　□ダブル）

■　ＡＢＲ４９０　M20　  L= 400  mm 以上（定着）　ナット（□シングル　■ダブル）

　■頭付スタッドボルト

Φ＝16  　　　L=  80　mm　　　使用箇所（　□柱　　■大梁　　■小梁）

■ＡＬＣ版　　　　　　壁厚　　　　　□スライド構法　　□ボルト止め構法　　■ロッキング構法

□有　（□敷地内　□近隣）　　　□SWS調査　　□平板載荷試験　　□水平地盤反力係数の測定

基礎深さ　0.75ｍ　　支持層　－　砂礫地盤　　長期許容支持力度　70 kN/㎡　　載荷試験　□　有　□　無

■　ベタ基礎　　□　布基礎　　□　独立基礎　　　試験堀　□　有　　□　無

■　冷間成形角型鋼管設計・施工マニュアル（2008年版）

構造設計特記仕様書
S-01

NO SCALE

第6坂内建設長楽寺ビル玄関増築
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図
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株式会社　坂内建設一級建築士事務所

一級建築士登録 第２５７０３２号 尾 立 道 泰

工事名 工事設計図



投影定着の長さ（表３）

（５）鉄筋のあき

d d00

あき

間隔

異型鉄筋
柱

梁

点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい

図の　印の鉄筋の重ね継ぎ手の
末端にはフックが必要

180° 135° 90°

4d以上 6d以上(※4d以上) 8d以上(※4d以上)

d

R

d d

R

折曲げ角度

図

鉄筋の余長

余長
余
長

余
長

折曲げ角度90°はスラブ筋、壁筋の末端部
又はスラブと同時に打ち込むT型およびL型
梁のキャップタイにのみ用いる。

キャップタイ

8
d
以

上

d

※片持スラブ、L配筋の先端

折曲げ内法寸法R　SD295A・SD295B・SD345:(D16以下)R≧3d,(D19以上)R≧4d
SD390:R≧5d
(90°未満は特記による)

１．一般事項

　　　官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(22)年度版に準ずる。

（２）記号

２．鉄筋加工、かぶり

（１）鉄筋末端部の折曲げの形状

L

Fc(N/mm2)

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計 1 1hL

(ﾌｯｸなし) (ﾌｯｸあり)

18

21

24、27

21

18

24、27

45d

40d

35d

50d

45d

40d

30d

25d

35d

30d

30d

SD295B
SD295A

SD345

2,継ぎ手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

4,主筋及び耐力壁の重ね継ぎ手の長さは特記による。突起がなければ40d(軽量ｺﾝ

　ｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長さのうち大きい値とする。

5,D29以上の異型鉄筋は、原則として重ね継ぎ手としてはならない。

6,鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える

　場合は圧接としなければならない。

7,軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

鉄筋の種類

継　　手

1ha=0.5Laa1ha≧0.5L
a≧400

1hL1hL

1.1d以上

θ>80°

圧接面圧接面圧接面

d
d/5d1.4d以上

ddθ

35d

L
L2hL L1h

L
L

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計

Fc(N/mm2)

18

21

24、27

18

21

24、27

21

3 3h La Lb

45d

40d

50d

45d

40d 35d

35d

40d

30d

35d

40d

20d

10d

150mm

かつ

以上

35d

30d

25d

35d

30d

30d 25d

25d

30d

20d

25d

30d

10d

20d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

鉄筋の種類

SD345

SD295B
SD295A

フックなし フックあり

小梁 ｽﾗﾌﾞ 小梁 ｽﾗﾌﾞ

定　着

1,L 、L  ：2,以外の直線定着長さ及びフックあり定着の長さ

3,L ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

4,L  ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

6,柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記がなければ、40d（軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d）と表の定着長さのうちの大きい

　値とする。（壁式構造も同様とする。）

7,軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

余
長

直線定着ﾌｯｸなし 直線定着ﾌｯｸあり

l

（４）かぶり厚さ（単位：mm）

L

L

【※】

の3/4倍以上）
L (但し、柱せいa

L

L 又はL21

b

1,仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表２のフックあり
  定着の長さを確保できない場合は、全長を表２に示す直線定着の長さと
　し、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを表３に
　示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては原則として柱せいの3/4
　倍以上）をのみ込ませる。

L ,L 又はL1 2 3 L  ,L  又はL1h 2h 3h

【※】表の長さを全長で確保する

40

20

30(20)

30

(30)40

40

40

6070

50

50

50

40

(1)

(2) (2)

(3)

30

設計かぶり厚さ
(mm) (mm)

最小かぶり厚さ

屋　内

屋　内

屋　外

屋　外

床スラブ
屋根スラブ

非耐力壁
はり
柱

耐力壁

土に接する部分

擁壁・耐圧スラブ

柱・はり・スラブ・耐力壁

基礎・擁壁・耐圧スラブ

(2),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40mmとすることができる。

(3),コンクリートの品質及び施工法に応じ、工事監理者の承認を受けて40mmとすることができる。

(4),(　)内は仕上げがある場合。

(5),鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのないようにする。

1 1h

2h2

3

3h

余
長

増
打
ち

かぶり厚さ

柱かぶり厚さ

土に接しない部分

部　　位

（３）ベタ基礎

φ

a
d

c

φ

b
a

d

a
bφ

基礎下面

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

中詰め
ｺﾝｸﾘｰﾄ

帯筋

中詰め
補強筋

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

基礎下面 基礎下面

中詰め
ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

主筋定着方式 中詰め補強方式 埋込み方式

LC

8
0
0
～
1
0
0
0

1
0
0
以
上

4
5
d

CL

φ

柱
主
筋
4
0
d

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

余
盛
コ

ン
ク
リ

ー
ト

はつり部分
（杭頭処理） 重

ね
継
ぎ

手

HOOP筋の継ぎ手は片側溶接
10dまたは重ね継ぎ手40d
スペーサー
フラットバー@3,000

(各4ヶ所)
主筋とのかぶりは
100以上とする

φ

a L
b

φ

杭頭ｷｬｯﾌﾟ

肉盛溶接

基礎下面

杭頭補強筋

基礎下面

はかま筋は特記によるD

45° d

a(=3D)

La

(La＜3Dの時は基礎内等間隔配筋)

(
L
b
＜
3
B
の
時
は

基
礎
内
等

間
隔

配
筋

)

L
b

b
(
=
3
B
)

B

D13

2
0
d
以

上
LC

40d(片側)

柱近傍に重点配筋する場合は下図による。 フック付

フック無し

LC

D13

20d(両側)

はかま筋は特記による

杭頭天端より2
0
d
以
上

４．基　礎

（１）直接基礎 （２）杭基礎

３．杭

（１）PC杭またはPHC杭全てに補強を行う

（２）現場打ちコンクリート杭

（３）鋼管杭

梁
幅

（６）鉄筋のフック

　　　住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

R

（２）鉄筋の重ね継ぎ手の長さ（表１）

基準強度

35d

1,末端のフックは、重ね継ぎ手の長さに含まない

3,直径の異なる鉄筋の重ね継ぎ手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ手長さとする

重ね継ぎ手(下図のいずれかとする)

基準強度

2,L 、L  ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

5,末端のフックは、定着の長さに含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり厚さ

かぶり厚さを確保する。
が部分的に減少する箇所についても最小

(注) (1),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30mmとすることができる。

へりあき200以上

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記なき事項は「国土交通省大臣

2mm以下

d/4以下

（３）鉄筋の定着の長さ（表２）

余長8d

ベタ基礎の耐圧スラブなどの場合（タイプＡ）

余
長

8
d
以

上

梁幅B

20d 20d

L2h L /4X L /4X

15d 15d程度以下
50mm

L L /42 XL /4X XL /2

L (L )x  y

(L -L /2)y  x

※3

※3

※2

※1

Lx：短辺方向内法寸法
Ly：長辺方向内法寸法

※1　基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

3/4B以上

　　 ただし、投影定着長さ（水平のみこみ長さ）を3/4B以上確保する。

(L -L /2)

※3　(　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

(a)定着及びカットオフ長さ

(b)継ぎ手位置

L /4X L /4X

は継ぎ手の好ましい位置
（図中の継ぎ手位置に継ぎ手を設けられ
ない場合は工事監理者と協議すること）

余
長

8
d
以

上

梁幅B

L2h L /4X L /4X

程度以下
50mm

L L /42 XX XL /2

L (L )x  y

y  x

※3

※3

※2

※1

Lx：短辺方向内法寸法
Ly：長辺方向内法寸法

※1　基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

その他の基礎スラブの場合（タイプＢ）

L /4

15d
15d

20d 20d

※2　下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を3/4B以上

　　 確保する。

3/4B以上

　　 ただし、投影定着長さ（水平のみこみ長さ）を3/4B以上確保する。

※3　(　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

(a)定着及びカットオフ長さ

(b)継ぎ手位置

L /4X L /4X

は継ぎ手の好ましい位置
（図中の継ぎ手位置に継ぎ手を設けられ
ない場合は工事監理者と協議すること）

※2　下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を3/4B以上

　　 確保する。
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2-D16以上

45°～60°

150

L

L

L

L

2L

L1

2

2

2

2

2
h

1

W1

H

2-D13@200ﾀﾃﾖｺ

H≦500は＊印筋は不要とする

2hL　を確保できない場合は、2、(3)による

＊ ＊ ＊

＊
 ＊

 ＊

梁
幅

＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔

1W の三角壁厚さは、200以上または基礎梁幅とする

（４）基礎接合部の補強

150

（１）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長

0

L L

L

l

2h

0

0

0

2h

2h

l /4 l /2 l /4

外端部 内端部

＊:L　を確保できない場合は、2、(3)による2h

L2h * *

* *

15d

継ぎ手長さ

（２）連続基礎及びベタ基礎の場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長

15d

L2h * L2h *

L2h*

00 0l /4 l /2 l /4

l0

20d

15d 15d

外端部 内端部

L
2

20d

上端筋継手範囲下端筋継手範囲

＊:L　を確保できない場合は、2、(3)による2h

上端筋継手範囲

（独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合は標準仕様書***頁参照）

（３）小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋
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B.PL下端

30～50

基礎梁下端筋

基礎梁上端筋

鉄骨柱Dかぶり厚さ かぶり厚さ

(150以上) (150以上)
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主筋

５．基礎梁

継ぎ手長さ

埋込型 根巻き型

L
2

L
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D

Dが1500を超える場合

イ

イ の拡大図
※一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

ハンチハンチ

※2本巻き

※
2
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かぶり厚さ

(柱幅以上)

柱

Ｕ形補強筋
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6～8

柱

６．柱

（１）柱主筋の継ぎ手 （２）柱主筋の定着及び余長さ
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圧接継ぎ手 重ね継ぎ手

仕様は設計図書の特記による

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋

継ぎ手の好ましい位置

ならびに梁のせいが小さく、設計
応力に対して必要な定着長L が
不足する場合

2

150

（４）せいの高い梁のあばら筋 （５）水平ハンチの場合のあばら筋 （４）側柱柱脚の補強

加工要領図加工要領図

隣り合う鉄筋の平均径の１．５倍

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ25mm以上

a.あばら筋、帯筋

b.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）

c.単純梁の下端筋

d.その他、本配筋標準に記載する箇所

d･･･異型棒鋼の呼び名に用いた数値　　　　d ･･･異型棒鋼の最外径　　D･･･部材の成　　R･･･直径o

@･･･間隔　　r･･･半径　　C･･･中心線　　l ･･･部材の内寸法距離　　h ･･･部材間の内法高さoo oL

ST･･･あばら筋　　HOOP･･･帯筋　　S.HOOP･･･補強帯筋　　Φ･･･直径または丸鋼

ガス圧接形状

圧接継ぎ手

鉄筋の定着の方法

（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法a～dは設計図書の特記による。）

（a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

基礎スラブの定着・カットオフ筋長さ及び継ぎ手位置

　1.採用するタイプは構造図による。

　2.基礎スラブの第1鉄筋は基礎梁のコンクリート面より50mm程度の位置とする。

（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

NO SCALE

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１） 
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　　を開口をさけて補強する。

D
11 LL

径は配力筋と同径とする
柱部補強筋

(柱部分補強筋)

一般床版配力筋

1l (出隅部分補強配筋)L
 
(
上

端
筋

)
1

1L (上端筋)

3
L
 
(
下

端
筋
)

1l
 
/
2

21注 l ≧l
出隅部分の補強筋

3L (下端筋)

l /21

2注 l ≧l1

出隅受け部

(出隅受け部配筋)

出隅部

1l

l
 
/
2

1

1

l /2

2
l

2
l

（３）片持スラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）

350

2

2

H
H

5H
L

D13L
D13

（５）床版段差

＠／２

＠／２

400以上400以上L 以上L 以上

打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）

設計配筋間隔

打継ぎ面打継ぎ面

・無筋部分D10-@200  長さ800以上1・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L 以上

11

D10-@200

▽ ▽

（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

2－D16

2－D16

D13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10－150@

1

3

L

2
0
0

L

250

（７）釜場

600

D10－@200

差筋　D10－@200

D13

D
D

50300

（６）土間コンクリート

注）設備の小開口が連続して開く場合

　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋
　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

各2－D16

各2－D13

各1－D13

各2－D19

各2－D13

各2－D13

200＜D≦300

150＜D≦200

D≦150

斜め周囲床版厚さD

（４）床版開口部の補強（開口の径500程度の場合）

斜め補強筋

周囲補強筋

孔と孔のへりあき100以上

1

1

1

D13

L

L

D13

D13
2L1

1

1

1

1

L

L

L

LL

D16(l＞1000)

2.(3)に示す長さ(かつ、柱成の3/4倍

※直線部でL  が確保できない場合は

※の箇所(入隅)は各階補強とする

l=1,500とし、上端筋の下に配筋する

補強筋は各5-D10またはスラブ筋の同一径で

l

※

l

b

a

（２）屋根スラブの補強

継　手　位　置

上端筋

下端筋 短辺・長辺方向

長　辺　方　向

短　辺　方　向

標準継手位置

A   C

B

BＣＬ

CAC

A B A

CAC

3

2L

L

※

l
 
/
4

l /4xl /4 l /2

2h

y

y

y

xx

15d

15dD13

15d

L

l

lx

梁の中間にスラブが取り付く場合隣接スラブと同一レベルの場合

受け筋
D13(l≦1000)

2h配力筋
主筋

受け筋

※

3
23

L

L

L

L L

l
 
/
4

（１）定着及び継ぎ手

８．床　版

腹筋

幅止め筋

腹　筋

幅止め筋

4d

D4
d

1500≦D        D10@300以内 

D10@1000以内で割り付ける

 600≦D＜ 900  2-D10 1段

 900≦D＜1200  4-D10 2段

1200≦D＜1500  6-D10 3段 

   　D＜ 600　不要　　 

（５）幅止め筋の本数、加工

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

≧30 ≧30
第1あばら筋は柱面より配筋する

つりあげ筋

つり上げ筋は、一般のあばら筋より1サイズ太い
鉄筋か、または同サイズを2本巻きとする。印は幅止め筋

（４）あばら筋の形（注：床板がない場合は135°以上のフックとする）

a

6d

b

8
d

6d 6d
c d

4
d

6d

は継ぎ手の

好ましい位置

l /4連続端 連続端終端 l /6 l /4l /2l /4l /2

l /4l /4

l /4l /2l /4

000000

00

000

0

D

l0

D

l0

D

l
（２）大梁、片持梁、小梁主筋の継ぎ手

斜め定着でもよい

斜め定着でもよい

に必ず入れること。

補強あばら筋は小梁主筋側

θ=45°

正面

正
面

平面

終端終端連続端

15d

2h※L　が確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。

l /62l /3

20d

l /6

l /415d15dl /4

l /6

l0

l /4

l /415d

7l /12

l /4

3h

2h

h33h0

0

00 0

2h

0 0

000 0 2h

2l/3

L

20d

LL

LL

20d20d

L

※※※

l

※ ※ ※

L またはL※

※

23

2

3h

2h
L

l

L

L
15d

L

2h

以上)をのみ込ませる。

外面までの投影定着長さを構造図(1).

長さとし、全長を8d、仕口面から鉄筋

全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の

フック付

一般階

柱幅

0

最上階

二股筋

継手長さ15d

1L 1

※

2
L

l /4

※

※

※

※

※※

2h

1 1

2h

2

2h

2h02h

2h

2h

d

L

LC

L

LL

L

L

L

l

L

L

LL

8

（１）定着

７．大梁、小梁、片持梁

または同サイズ2本
帯筋より1サイズ太く

15d

aD10-@1000

a=1.5d(d：主筋径)

e≦D/6

1

2
h

a

a
a

D10-@1000

a

4d

a

e

D

L

Lr=6d

eD/6

r=6d

1
0
0

D
1
0
0

r=6d

e

（５）絞り

4d

(P)：パネルゾーン(両方向共にパネル内の部分)

加工品
中子筋

溶接閉鎖Hoop 　　いかなる現場溶接も行ってはならない

注：高強度せん断補強筋のフープには、

一般階

(B)梁下端

梁天端梁天端

梁下端

(F)

(P)

(F)

加工品
中子筋

溶接閉鎖Hoop

最上階

梁下端

5
0

梁天端 梁天端

(F)

(B)梁下端

(P)

Hoop

形　状：柱リスト参照

Hoop材：柱リストに示されたHoop

(F)：可というゾーン(両方向共梁内法間の部分)

Hoop材:各方向毎に梁内法間は柱リストに

形　状：柱リスト参照

示されたHoopとし、右図の場合、

(B)：境界ゾーン(一方向が梁内法間で他方向がパネル内の部分)

Hoop径：柱リスト参照

形　状：□-100@

（４）フープ割付け要領図

（重ね継ぎ手）
中　間　部

（柱頭または柱脚部）
末　端　部

末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする

5
0
d

d

≧6d≧6d

d

50d

≧6d

d
≧6d

d

ハ　S型(スパイラル型)

皿型

日型

ロ型

両面溶接5d以上
lは片面溶接10d

l

2d2d

5d

10以上

5d以上

8
d

6d

6d4d

135°

6d

ロ　W型(溶接型)イ　H型(タガ型)

設
計

ピ
ッ
チ
以
下

(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照

注1　第1帯筋は、梁面に入れる

D

　　 主筋の位置をさける

　 　交互とする
注3　フックおよび継ぎ手の位置は、

注2　W型で現場溶接をする場合は

第1帯筋

P
P

（３）帯筋

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

ｂ　70＜Ｈ≦150の場合ａ　Ｈ≦70の場合

ｂ　間仕切壁との交差部ａ　軽作業の土間

ｂ　一般床スラブ

ａ　片持床スラブ

（イ）原則として ａ のフック先曲げとする。

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で ｂ とすることができる。

（ロ）フックの位置は ａ にあっては交互とする。

ｂ　小梁

ａ　大梁、片持梁

ｃ　小梁の定着

ｂ　片持梁の定着

ａ　大梁

（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）

NO SCALE

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２） 
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９．壁

（１）定着および継ぎ手

L

L

L

L
2

2

2

1

2

L
 
か
つ
中
心

線
を

超
え
る

配筋の配置は上下端とも
梁、または床面に一段目
を配置する

150程度

L L L2 2

2

2

L かつ柱中心線を超える

縦筋は柱面に
一本目を配置する。

受筋D10

2 2L

D13

D13

L

D131000

1000

D13

イ

イ

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合
イは壁配筋と同じ

受筋D10

L

L

D13 D13

L

L

L

2-D13

L L

2-D13

2

2 2

2

2

2 2 2L

シングル配筋 ダブル配筋

250t250

W
t

（２）スリット部（設計図に記入のあるとき）

D10@400程度(防錆処理を施す)

柱

スリット部の鉄筋のかぶり厚さは
2-(4)のかぶり厚さの表、最小
かぶり厚さ以上とする。

完全スリット

１０．階段

D13
D13

2-D13

D13

配筋種別 ＫＡ１ ＫＡ２

配筋図

D10＠200 D10＠200

D10＠200 D10＠200

t t

1
5
0
程
度

ｽﾘｯﾄ材

3

2

L

D13

L

t

L
2

2

L
2

壁厚、壁配筋は設計図書による

CL

　　　　　　の長さは、L とする。
　　　　２．スラブ配力筋の継ぎ手および定着
　　　　　　から縦に降ろす。
（注）　１．階段主筋は、壁の中心線を超えて

１１．柱、梁増打コンクリート補強

L
a

a'

※

※

B

aL

2

2

L2

a及びa'≦200

200ｍｍを超える場合は、特記による。
なお梁および耐力壁の鉄筋の定着長さは、

※帯筋と同径同ピッチ

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。 　印は補強筋
　＠300ｍｍ以下

a

D10

a
L

D

2

L2

　以上)とする。

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。
・D≧400の場合は補強筋を3本とする。
・aは100～200程度。

（１）柱増打補強

かつ200ｍｍ以下の場合に適用する。
柱の増打補強は、増打幅が70ｍｍ以上

増打部分を除いて計算する。

（２）梁増打補強

・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16

１２．梁貫通孔補強

（１）設置可能範囲

（２）鉄筋標準配筋

（３）既製品を使用する場合は設計者または工事監理者と打合せのこと。

.5D1 1.5D

l

D
φφ

0

0

1 2

D/3

l -3D

1

L

D

L

45°

1

1

1

L

孔補強の定着長さ

補強筋

あ
ば

ら
補
強
筋

補強筋

補強筋

巾止め筋

あばら補強筋

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ
　とする。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端
　増打コンクリート補強と同様とする。
・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

(φ +φ )/2×3以上2

ａ　梁への定着 ｅ　一般継ぎ手

ｂ　柱への定着

ｃ　床への定着（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

ｄ　壁と壁（平面図）

（増打するときは事前に設計者および工事監理者と打ち合わせのこと）

・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

・縦筋および上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

・孔の径が梁せいの1/10以下かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部をさけて

　（既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること）

□　リング型　　□　パイプ型　　□　金網型　　□　プレート型

・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。

・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁および金付帯梁は除く。

・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。

・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。

　配筋できる場合は、補強を省略することができる。

・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13Φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は溶接金網に4箇所以上

　溶接する。

・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

NO SCALE

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３） 
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２．溶接基準図

(注) S：脚長　（単位　mm）(1)  隅肉溶接 ・角形鋼管の場合（梁貫通形式の場合）

③※はりフランジは、通しダイア
　フラム厚み(t)の内側で溶接する事仕口軸組詳細図t≦16mmt1１．一般事項 S S ※3※t 6 9 12 14 16 11①ルート面を取る場合 ①ルート面を取る場合　適用範囲

※S 6 7 9 10 12
3 ｔ・ただし片面溶接の場合はS＝tとする7mm 7mmフランジ フランジ

・tはt1、t2の小なる方とする
S 　余盛は(1+0.1S)mm以下とする35°35° Ａ Ａ断面

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚とする
t2L3 スカラップ部分は　ことが望ましい

0～2mm 回し溶接する
L2

1 ※ Ｂ断面Ｂ(2)  異型隅肉溶接 (使用箇所に注意)

1
0
0
以

上

（１）材料及び検査 t1
25以上かつ2

S/21L S/2 エンドタブが交互に当たらぬ事ウェブ ウェブ t＞16mm

S/2S/2 t 19 22 25 28 32

内ダイアフラム1 S 11 13 15 17 19
2②斜めカットとする場合 ②斜めカットとする場合 内ダイアフラム ①※ｔ＞16mmの場合は、(2)とする

（２）工作一般 ・tはt1、ｔ2の小なる方とする

7mm フランジ フランジ θ=60° θ=60°
G=0

35° 35°
2 Ａ Ａ断面図S S t2

3L3

L210mm
ガス抜き 3(注) F：余盛　G：ルート間隔　R：フェース　（単位　mm）(3)  完全溶込み溶接(T継手) φ=22（柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合）

明記なき通しダイアフラムは、SN490C、
θ=35°6＜t≦19L1ウェブ ウェブ θ=45° 明記なき内ダイアフラムは、SN490Bｔ/4≦ｆ≦10 ｔ/4≦ｆ≦10G=7 の鋼材を使用する事。

f（３）高力ボルト接合 f2*L1及びL2は、接合部パネルと通しダイアフラムの

2
5
以

上

 接合部と干渉しない寸法とする。 tt
R≦2R≦2*L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。 内ダイアフラム取付け要領図 25以上2f（４）溶接接合

4～6

溶接不可域完全溶込み溶接 完全溶込み溶接 G=0～2(裏はつり後裏溶接)FB-9x25 R止まり
10

Ｂ Ｂ断面図

θ=35°19＜t≦40 θ=45°G=7 ｔ/4≦ｆ≦10 R
止

ま
り

ｔ/4≦ｆ≦10
f 左図要領図参照f

2
隅肉溶接 隅肉溶接 D1 tt R裏当て金まで回す 裏当て金まで回す 1

0

D2R≦2
内ダイアフラムの場合は柱の

fθ=60° 角のＲ止まり+10に接しないこと内ダイアプレートR＝2 24～6
(SN490B)下向 F 上向 O 横向 H

D1=2/3(t-2)FB-9x25立向 V G=0～2(裏はつり後裏溶接) D2=1/3(t-2)

　部材が直交しない場合

Ｈ形鋼の場合（柱貫通形式の場合） ・Ｂ.Ｈ方式

Ａ Ａ断面図6＜t≦40mm 6＜t≦19mm

(αは60≦α＜90°) 2
(αは60≦α＜90°)FB-9x25(斜め加工)α組立て不良 良 組立て不良 良 2α 裏はつり

2t
G=
7

f 2
5

※1t
f R

1
1 ※fｔ/4≦ｆ≦10 ｔ/4≦ｆ≦10

R≦2,G=0θ=35°
θ=45° 2

12
t 2

鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける40mm以上 分離形裏当て金
かつ2t以上 19＜t≦40mmコーナー部の形状に合わせる

通し形裏当て金 平面詳細棟部
2

はさみ板

2 フランジ板厚の
(αは60≦α＜90°)α  ２サイズ（6mm）以上 41 ※2

5
以

上

 厚くする(SN490C)
f

Ａ Ａ断面図5mm以上5mm以上 40～60mm 40～60mm t5mm以上5mm以上 θ=45° 2

D1 R鋼材の種類 溶接材料 入熱(KJ/cm) パス温度差(℃) H

ｔ/4≦ｆ≦10D2JIS Z 3211、3212、3214
裏当て金の組立て溶接を施す部位 裏当て金の組立て溶接を施す部位 2裏はつり 1YGW-11、15 2R=2,G=0θ=60°隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm400N級鋼 40以下 350以下

YGW-18、19 D1=2/3(t-2)１パス　長さ＝40～60mm程度 １パス　長さ＝40～60mm程度 ①※ｔ＞16mmの場合は、(2)とする
D2=1/3(t-2)YGA-50W、50P

JIS Z 3212、3214 40以下 350以下 通しダイアフラム 内ダイアフラム

YGW-11、15 30以下 250以下 (4)  完全溶込み溶接(平継手)
490N級鋼 通しダイアフラム

YGW-18、19 内ダイアフラム6＜t≦19mm40以下 350以下 梁フランジ 梁フランジθ=35° θ=45°YGA-50W、50P 母材との組立て溶接はしない ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10
f f3 t t

tt

R≦2 R≦2
4～6

G=7
25G=0～2(裏はつり後裏溶接)FB-9x25

θ=45°19＜t≦40mm θ=35°7mm 7mmフランジ フランジ ｔ/4≦ｆ≦10 ｔ/4≦ｆ≦10
ff tは取り付く梁フランジの tは取り付く梁フランジの335° 35° D1 最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする 最大厚さの１サイズ(3mm)以上厚くするtt R＝2R母材との組立て溶接

r1=35mm程度 r1=35mm程度10mm D2r2 r2 （開先内※） R≦2r1 r1r2=10mm以上 r2=10mm以上 4～6 θ=60°G=0～2
G=7 D1=2/3(t-2)(裏はつり後裏溶接)FB-9x25 ・板厚が異なる突合せ溶接D2=1/3(t-2)

2(１)クレーンガーター等の (２)a＞10mmあるいは、a＞ｔ /4の場合 (３)a≦10mmかつa≦ｔ /4の場合2(5)  完全溶込み溶接(角型鋼管柱現場継手)ウェブ ウェブ 　　低応力高サイクル疲労を受ける場合 　　（高サイクル疲労を受ける場合以外） 　　（高サイクル疲労を受ける場合以外）

12 傾斜加工 T継手に準じた余盛 なめらかに溶接FB-12x32
完全溶込み溶接 完全溶込み溶接

4 θ=35° 削り面
32 2.5

a1G=7 a a
1t

1t1t12
22 2t tt裏当て金との組立て溶接

シーリングビード
平滑仕上げ※構造上、開先内に組立て溶接を行わざるを得ない場合には、

　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しなけれ隅肉溶接 隅肉溶接
　ばならない。（組立て溶接を再溶融させる）スカラップまで回す スカラップまで回す G=0～2(裏はつり後溶接)

鉄骨構造標準図（１）
　　(ﾛ) ノンスカラップ工法

(a) 柱貫通形式の場合 (b) 梁貫通形式の場合

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記なき事項は

「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成(22)年度版に準ずる。

中小規模の鉄骨建築物の工事に適用する。

鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする。

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。

(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。

(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

(b) 鉄骨の製作精度

　  告示１４６４号による。

　  ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。

(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。

　  加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

(a) 溶接技能者

    溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801（手溶接）またはJIS Z3841（半自動溶接）の溶接

　　技術検定試験合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする。

(b) 溶接姿勢

　　溶接姿勢は、原則下向きとする。

　　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。

(e) 組立て溶接

(c) 溶接施工 　　(ｲ) 組立て位置
組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける　　(ｲ) エンドタブ

　　　　Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。

　　　　　　ただし、溶接を行う技術者は固定エンドタブ工法（代替エンドタブ）の為の

　　　　　　溶接技能者技量付加試験等合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。

　　　　Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接で40mm以上かつ、

　　　　　　板厚の２倍以上とする。

　　　　　　サブマージアーク自動溶接では、幅70mm以上かつ、板厚の３倍以上、長さ150mm程度とする。 　　(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立て溶接位置

　　　　Ⅲ）鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えない 裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接

　　　　　　ように母材から5mm程度残してガス切断し、切断面を (a) 通し形裏当て金 (b) 分割形裏当て金

　　　　　　グラインダーで仕上げる。ただし、切断に支障が生じる （複合円型スカラップ工法等） （ノンスカラップ工法等）

　　　　　　部位などについては、監理者との協議による。

　　　　　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが

　　　　　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。

　　(ﾛ) 裏あて金

　　　　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上とする。

　　(ﾊ) 鋼材種類と溶接材料

　　　　　　　鋼材種別による溶接条件

　　(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接

４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して
入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。

(d) スカラップ加工

　　(ｲ) 複合円型スカラップ工法
(a) 柱貫通形式の場合 (b) 梁貫通形式の場合

(d) 製作工場認定グレード　　□　Ｓ　　□　Ｈ　　□　Ｍ　　□　Ｒ　　□　Ｊ

NO SCALE

鉄骨構造標準図（１）
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40mm

　（２）ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離　(mm)

(30)

M24

M22

M20

M16

(35)

(40)

(45)

HTB

首下寸法
(ボルト長さ) 座金厚さ

締め付け長さ

ナット高さ

ねじ山3以上
(余長)

締め付け長さに加え

る長さ

呼　び
 最小縁端距離(e)

40

32 706045446026M24

60554028385524M22

605040263422M20

604022284018M16

50

ピッチ(P)ボルト

穴　径 (1) (2) (3) (2)(3)の標準 最　小 標　準

[注](1) 引張材の接合部で応力方向にボルト3本以上ならばない場合の応力方向の縁端距離

　　(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

e
p

p
e

10 e e

r=20

ｅ＝４０　ｑ＝６０

e
p

p
e

10

eeee

小梁せい≦500

ガセット厚は小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ

大梁フランジ≧200

ガセット厚は小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ

かつ≧6mm

□-100x100x3.2等

CT-125×125×6×9

座屈止め
小梁

小梁

梁 大
梁

p
e

大
梁

と
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差
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大
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場

合

ボルト、ＰＬ、座屈止め仕様は構造図による。
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座屈止め

20 20

B

B
+
5
0

H形鋼 角形鋼管柱

補強PL
柱厚さ以上

補強PL

※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事

Ｗ

FB-6

PL-6

PL-6

FB-6

PL-6

FB-9

PL-9

FB-9

PL-9

FB-9

PL-9

FB-9

PL-9

FB-9

PL-9

FB-12

PL-12

FB-12

PL-12

FB-6

25

28
25

28

25

28

32.5
34

32.5

34

37.5

38.0

37.5

38.0

45

45

45

45

50

50

(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm)

40

40

45

50

50

55

50

50

55

55

Ｍ１２

Ｍ１４

Ｍ１６

Ｍ１８

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｍ２７

Ｍ３０

Ｍ３３

52

52

59

66

66

73

70

72

83

90

40

50

55

60

75

85

85

90

95

110

１－Ｍ１６

１－Ｍ１６

１－Ｍ１６

１－Ｍ２０

１－Ｍ２０

１－Ｍ２２

(mm)
端部ＰＬサイズ採用

(Ｆ１０Ｔ)

ＰＬ－　６

ＰＬ－　６

ＰＬ－　９

ＰＬ－　９

ＰＬ－　９

ＰＬ－１２

ＰＬ－１２

ＰＬ－１２

ＰＬ－１２

ＰＬ－１２

6

6

8

8

8

10

10

10

10

10

60

61

80

80

97

100

112

145

177

217

42

43

56

56

65

70

76

93

109

129

54

55

72

72

81

90

96

113

129

149

L
b

L
1

Ｗ　溶接長 ｐＷ　溶接長

Lc=L1+L2L2

L
a

2S以
上

2S
以
上

La、Lb、Lc：ガセットプレート溶接長溶接凡例　Ｓ：スミ肉サイズ

Ｍ１２～Ｍ２２ Ｍ２４～Ｍ３０

(b)山形鋼ブレース接合部
ｂ
ｅ

ｅ

ｐ

ｐ

ｐ

ｅ

Ｌｇ

Ｌ
ｇ

30°

30°

Ｌ

ガセットプレートの厚さ、ＨＴＢ等のブレースの仕様は、構造図による。

ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考にする。

ｅ=40、ｐ=60

Ｓ

Ｓ

Ｓ

４．その他

　（４）小梁継手 　（５）ブレース接合部

３．継手基準図

　（１）ボルト接合　ＨＴＢ

　・梁貫通補強

　　　・位置に関しては事前に設計者、及び工事監理者と打ち合わせのこと
　　　・梁端部（スパンの1/10以内かつ2D以内）は避ける

φ

L
2 φ

5
0

5
0

Ｌ1

補強プレート

鋼管スリーブ

補強プレート厚(tp)は下式による

　　tp≧(φ+２ts)tw／(Ｈ－２ｔ －140－φ－２ts)F

ts：鋼管スリーブ厚
t ：フランジ厚F

tw：ウッブ厚

　　　・Ｌ1は、3φまたは、Ｌ2のうち小さい方とする。
　　　・補強プレートが16mm以上となる場合は必要な厚さの1／2の補強
　　　　プレートを、ウッブ両面から溶接する。
　　　・補強プレートは丸形としてもよい。また、上下フランジとのあき
　　　　50mmについては、施工性を考慮して小さくすることができる。
　　　・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は1／2Ｈ以下
　　　　とし、そのピッチは2.0φ以上とする。
　　　・スリーブは梁せいの中央1／2の範囲とする。
　　　・貫通孔部分は、必要に応じて鋼管スリーブを取り付ける。

H

H
1/4Hかつ100以上
1/2H
1/4Hかつ100以上

ｅ＝４０　ｑ＝６０

ｐ＝６０

Ｈ・Ｔ・Ｂ La LcLbＳ
ガセットＰＬ1 e e2 3
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25以上

30以上

35以上

40以上
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採用 標準図
ウ　ェ　ブフ　ラ　ン　ジ

梁サイズ
ボルト径 本数 配列 ゲージ(g1) ゲージ(g2) 外添板 内添板 ボルト径 本数 配列 ピッチ(p) 添板

(1)

(1)

(1)

(1)

(2)

(2)

(2)

(2)

(3)

(3)

(3)

(4)

(4)

(5)

(6)

(6)

(6)

(6)

(7)

(7)

(8)

(8)

(9)

(9)

(10)

(10)

(11)

(11)

(12)

(12)

(13)

(13)

(14)

(14)

(14)

(15)

(15)

(16)

(16)

(17)

(17)

(18)

(18)

(19)

H-200×100×5.5×8

H-250×125×6×9

H-300×150×6.5×9

H-350×175×7×11

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-100×100×6×8

H-300×150×6.5×9

H-350×175×7×11

H-400×200×8×13

H-450×200×9×14

H-500×200×10×16

H-600×200×11×17

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-700×300×13×24

H-800×300×14×26

H-890×299×15×23

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-918×303×19×37

H-400×200×8×13

H-450×200×9×14

H-500×200×10×16

H-600×200×11×17

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-700×300×13×24

H-800×300×14×26

H-890×299×15×23

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-918×303×19×37

M16

M16

M16

M16

M16

M16

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

2本

3本

2本

3本

2本

2本

3本

2本

2本

2本

3本

3本

3本

3本

2本

2本

3本

4本

4本

4本

4本

5本

6本

6本

6本

7本

8本

9本

3本

3本

3本

3本

3本

3本

3本

4本

4本

4本

5本

5本

5本

6本

7本

7本

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

2列(千鳥)

105mm

105mm

105mm

120mm

120mm

120mm

120mm

90mm

105mm

120mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

120mm

120mm

120mm

120mm

120mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

56mm

75mm

90mm

90mm

56mm

90mm

56mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

40mm

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

PL-290×100×16

PL-410×125×12

PL-290×150×9

PL-410×175×9

PL-290×100×16

PL-290×150×9

PL-410×175×9

PL-290×100×16

PL-290×150×9

PL-290×175×9

PL-410×200×9

PL-410×200×12

PL-410×200×12

PL-410×200×12

PL-290×150×9

PL-290×175×9

PL-410×200×9

PL-530×250×12

PL-440×300×12

PL-440×300×12

PL-440×300×12

PL-530×300×12

PL-620×300×19

PL-620×300×19

PL-620×300×16

PL-710×300×19

PL-800×300×25

PL-890×300×25

PL-410×200×9

PL-410×200×12

PL-410×200×12

PL-410×200×12

PL-410×200×9

PL-410×250×12

PL-350×300×12

PL-440×300×12

PL-440×300×12

PL-440×300×12

PL-530×300×19

PL-530×300×19

PL-530×300×16

PL-620×300×19

PL-710×300×25

PL-710×300×25

PL-290×60×9

PL-410×70×9

PL-290×60×9

PL-410×70×9

PL-290×60×9

PL-290×70×9

PL-410×80×9

PL-410×80×12

PL-410×80×12

PL-410×80×12

PL-290×60×9

PL-290×70×9

PL-410×80×9

PL-530×100×12

PL-440×110×12

PL-440×110×12

PL-440×110×12

PL-530×110×16

PL-620×110×19

PL-620×110×19

PL-620×110×19

PL-710×110×22

PL-800×110×25

PL-890×110×28

PL-410×80×9

PL-410×80×12

PL-410×80×12

PL-410×80×12

PL-410×80×9

PL-410×100×12

PL-350×110×12

PL-440×110×12

PL-440×110×12

PL-440×110×16

PL-530×110×19

PL-530×110×19

PL-530×110×19

PL-620×110×22

PL-710×110×25

PL-710×110×28

M16

M16

M16

M16

M16

M16

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

M22

11本

11本

10本

12本

12本

10本

10本

2本

2本

3本

4本

1本

2本

2本

1本

2本

3本

4本

5本

5本

4本

2本

2本

3本

3本

4本

5本

4本

4本

9本

7本

8本

8本

3本

4本

4本

7本

2本

3本

3本

5本

5本

7本

9本

2列

1列

1列

2列

1列

2列

2列

1列

1列

1列

1列

1列

2列

1列

1列

1列

2列

1列

1列

2列

2列

1列

2列

2列

2列

2列

2列

1列

1列

1列

1列

1列

1列

1列

1列

1列

1列

1列

1列

1列

1列

2列

2列

1列

120mm

120mm

120mm

120mm

60mm

90mm

60mm

60mm

60mm

90mm

90mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

90mm

60mm

90mm

90mm

90mm

60mm

60mm

90mm

60mm

90mm

60mm

60mm

90mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

60mm

* 60mm

* 60mm

* 60mm

PL-170×140×6

PL-290×170×6

PL-200×170×6

PL-260×170×6

PL-290×80×6

PL-230×140×6

PL-290×170×6

PL-350×50×9

PL-200×170×6

PL-260×170×6

PL-260×170×9

PL-320×170×9

PL-320×170×9

PL-440×290×9

PL-230×140×6

PL-170×140×9

PL-200×170×9

PL-290×200×9

PL-260×170×9

PL-320×170×9

PL-350×290×12

PL-440×290×9

PL-560×170×9

PL-620×290×12

PL-710×290×12

PL-710×290×12

PL-680×290×16

PL-680×290×16

PL-260×170×9

PL-260×170×12

PL-350×170×9

PL-440×170×9

PL-200×170×6

PL-200×170×9

PL-260×170×9

PL-320×170×9

PL-320×170×12

PL-440×170×9

PL-560×170×9

PL-620×170×12

PL-740×170×12

PL-740×170×12

PL-620×290×16

PL-620×290×16

※　*寸法はボルト配列を外側に半ピッチずらすことを表す。

凡例 2凡例 1

ボ
ル

ト
配

列

フランジ外添板

g
1

ボルト配列

p

ボ
ル

ト
本

数

フランジ外添板

ウェブ添板

g
2

g
1

g
2

p
p

pボ
ル

ト
配

列
(
千

鳥
)

ボルト本数

ボ
ル

ト
配

列

ボ
ル

ト
本

数

フランジ内添板

フランジ外添板
フランジ外添板

ウェブ添板

e

(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)

２－Ｍ２０

２－Ｍ２０

２－Ｍ２２

２－Ｍ２２
　（３）大梁継手標準図　　梁鋼種：SN400B・SN400／ボルト：HTB-F10T・HTB-S10T／保有耐力継手　（鉄骨構造基準接合部委員会ＳＣＳＳ　Ｈ９７による）

(c) 柱との取り合い

トルクコントロールボルトの場合はメーカーの規格による。

(a) １面せん断

ボルト、ＰＬ仕様は構造図による。

(b) ２面せん断

　　小梁と水平ブレースの接合部　　座屈止めと水平ブレースの接合部

(c) 大梁との段差が大きい場合

鉄骨構造標準図（２）

NO SCALE

鉄骨構造標準図（２）
S-06
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X1 X3

Y3

Y2

Y1

X1 X3

Y3

Y2

Y1

X2

X2 X1 X3

Y3

Y2

Y1

X2

RS2

RS3

柱芯

壁芯

柱芯

壁芯

柱芯

Ｙ

Ｘ

柱
芯

壁
芯

柱
芯

壁
芯

柱芯

壁芯

柱芯

壁芯

柱芯

Ｙ

Ｘ

RG
y1

R
G
y3

柱
芯

壁
芯

柱
芯

壁
芯

棟
芯

柱
芯

※ 各部取合部分は現場採寸の上決定のこと　

R
G
y2

柱
芯

RGx1

RGx4

RB1

既設部分

既設部分

RGx3

RGx2

FGx1

FGx2

FGx3 FGx4

F
G
y1

F
Gy

3

F
Gy

2

FC

FC FC

FCFC

FC

1C1 1C2

1C3

1C4 1C5 1C6

FS1

FS2

柱芯

壁芯

柱芯

壁芯

柱芯

Ｙ

Ｘ

柱
芯

壁
芯

柱
芯

壁
芯

棟
芯

柱
芯

既設部分

基礎伏図    S=1:50

Ｒ階梁伏図    S=1:50 屋根伏図    S=1:50

RS1

・ブレース：ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙﾌﾞﾚｰｽ(SS400) (JIS規格品)

・高力ボルト：S10T TCボルト

［使用材料］

・土間コンクリ－ト：普通コンクリ－ト　Fc = 21 N/mm2

　　　　　（ D19以上は圧接継手とする。)

・鉄　筋：SD345(D19以上),SD295(D16以下)（JIS規格品）

・鉄　骨：BCR295(柱),SN490C(柱:外ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄ),SN490B(柱:ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ)

［特記事項］

（部材軸方向に柱芯からの基準寸法。
　基準寸法以外は寸法を図示）

［凡例］

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：t=120
配筋：D13-@200 (S) 両方向共（差し筋：D13-@400）

地業：再生砕石RC-40 t=150 転圧
防湿ｼｰﾄ：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15 敷込み

　　　　　SS400(梁,ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ類)

：梁継手位置を示す　L=600

RcS1

RcS2

・伏図は、見下げ図を表す。

・仮定設計地耐力（基礎下）：70 kN/㎡ (長期)、140 kN/㎡ (短期)以上必要・鉄筋コンクリ－ト：普通コンクリ－ト　Fc = 21 N/mm2
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屋根勾配：11.5/100
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（A3）S=1:50

基礎、梁伏図
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X1 X3X2X3X2 X1 X3X2

Y2 Y3 Y1 Y3Y1 Y3Y2

RGL

設計GL

1FL

RGx4RGx3

1C4 1C61C5

FGx3 FGx4

柱
芯

壁
芯

柱
芯

壁
芯

柱
芯

FC FC FC

RGL

設計GL

1FL

Y3通り軸組図  S=1:50

土間天

柱
芯

壁
芯

柱
芯

FC FC

Y1通り軸組図  S=1:50

FGx1
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土間天

柱
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壁
芯

柱
芯

壁
芯

柱
芯

FC

RGL

設計GL

1FL

Y2通り軸組図  S=1:50

RGx2 RB1

FGx2 FS2
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土間天
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1FL

柱
芯

FC

土間天
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X1通り軸組図  S=1:50
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設計GL 設計GL

X1 X2 X3

設計GL

設計GL

符号

位置

断面

ｂ×Ｄ

上端筋

下端筋

スタ－ラップ

ハラ筋

幅止筋

層

Ｒ層

全断面

基礎梁断面リスト    S=1:30

300  ×  500

  3  －  D16

  3  －  D16

FGx1,4,FGy1

 2－D10－@100

－

－

全断面

300  ×  500

  3  －  D16

  3  －  D16

－

－

FGx2,3,FGy2,3

 2－D10－@200

増打コン 増打コン

符　号 スラブ厚 位　置

上端筋

下端筋

端　部 中央部

短　辺　方　向 長　辺　方　向

端　部 中央部
備　考

モチアミ配筋FS1,2

べた基礎スラブリスト  S=1:30

250
 D13－@200  D13－@200  D13－@200  D13－@200

 D13－@200  D13－@200  D13－@200  D13－@200

　※ 幅止筋は @800 とする。

基礎梁配筋要領図

Ｘ方向梁Ｙ方向梁

Ｙ方向上端主筋

Ｙ方向下端主筋

Ｘ方向上端主筋

Ｘ方向下端主筋

※ 原則として、Ｘ、Ｙ方向の基礎梁のレベルが

 同一である場合、Ｙ方向梁主筋はＸ方向梁主筋

 の上に配筋する。

全断面

フ－プ

階 符号

位置

断面

基礎

主筋

Ｘ方向

Ｙ方向

2-□-D131st.フープ

基礎柱断面リスト    S=1:30

Ｘ

Ｙ

ｂ×Ｄ 500  ×  500

  8  －  D19

3－
D
19

3－
D
19

3－D19

3－D19

FC

捨コン：Fc=18-15

再生砕石：RC-40
べた基礎スラブ配筋図  S=1:30

FS1

長辺方向上下端筋共：D13-@200

短辺方向上下端筋共：D13-@200 長辺方向上下端筋共：D13-@200

短辺方向上下端筋共：D13-@200

FGy3FGy1 FGy2

埋土

FS

FG

壁
芯

土間筋：D13-@200(Ｘ,Ｙ両方向共)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：Fc=21-15 t=120

1-D13

横筋：D13-@200

縦筋：D13-@200

防湿ｼｰﾄ：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15 敷込み

再生砕石RC-40 t=150 転圧

ALC台、土間ｺﾝｸﾘｰﾄ配筋図   S=1:30

FS2

2－D13－@100

2－D13－@100
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B.PL.下端
設計GL

無収縮モルタル充填主筋四隅：フック付

柱部材

柱符号

リブプレ－ト

ベ－スプレ－ト

アンカ－ボルト

アンカ－プレート

形状・断面

Ｘ

Ｙ

A.Bolt－4－M20 (ABR490) (二重ﾅｯﾄ止め)

PL－60×60×12 (SS400)

柱脚断面リスト  S=1:30

定着長：L=400以上(座金はﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄに溶接止め)

階 符号

鉄骨柱断面リスト S=1:30  ※ 表中、λmaxは有効細長比の最大値を表す。

断面
１階

Ｘ

Ｙ

呼称

継手図

大梁継手リスト  S=1:30  ※ 特記なき限り、鉄骨大梁の鋼種はSS400とする。

 ※ 特記なき限り、高力ボルトはS10Tとする。

主　材 H-250×125×6×9

F.PL

W.PL

備　考

外添板

内添板

HTB

内添板

HTB

2PL-12×125×410

－

24-M16

2PL- 6×170×290

 8-M16

－

λmax = 73.8

層 符号

 ※ 特記なき限り、鉄骨大梁の鋼種はSS400とする。

 ※ 特記なき限り、高力ボルトはS10Tとする。
鉄骨大梁,小梁断面リスト S=1:30

RB1RGx1,3,4、RGy1～3 RGx2

断面

呼称

備考
接合部

Ｈ－250×125×6×9 Ｈ－200×100×5.5×8Ｈ－250×125×6×9

剛接合
X1端:剛接合

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

Ｒ層

1-φ16 @200  H=80 1-φ16 @200  H=80 1-φ16 @200  H=80

－

□－150×150×9(BCR295)

□－150×150×9(BCR295)

Base PL－350×350×28 (SN490B)

X2端:ピン接合 G.PL-6, HTB.3-M16
両端:ピン接合 G.PL-6, HTB.2-M16
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（A3）S=1:30

S-10
鉄骨部材断面リスト

第6坂内建設長楽寺ビル玄関増築
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株式会社　坂内建設一級建築士事務所

一級建築士登録 第２５７０３２号 尾 立 道 泰

工事名 工事設計図



B.PL.下端

設計GL

RGL

1FL

X1 X2 X3

X1 X2 X3

Y3通り架構詳細図    S=1:30

F-PL:2PL-12×125×410

W-PL:2PL- 6×170×290
     24-M16

     8-M16

1C3

□－150×150×9(BCR295)

RB1RGx2

FC FGx2 FS2

壁
芯

壁
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

定着長：L=400以上(座金はﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄに溶接止め)
A.Bolt－4－M20 (ABR490) (二重ﾅｯﾄ止め)

下部：無収縮モルタル充填
Base PL－350×350×28 (SN490C)

PL－60×60×12 (SS400)

通しDF.PL-16×200×200(SN490C)

通しDF.PL-16×200×200(SN490C)
Ｈ－250×125×6×9(SS400)

Ｈ－200×100×5.5×8(SS400)

G.PL-6,HTB.3-M16
G.PL-6,HTB.2-M16

Rib.PL-6

壁
芯

壁
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

屋根スラブ配筋図    S=1:30

1-D131-D13短辺：D10-@200(D)

長辺：D10-@200(D)
ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ：1-φ16 @200  H=80

屋根スラブリスト    S=1:30

符　号 スラブ厚 位　置
短　辺　方　向 長　辺　方　向

備　考

130
上端筋

下端筋

端　部 中央部 端　部 中央部

モチアミ配筋
 D10－@200  D10－@200  D10－@200  D10－@200

 D10－@200 D10－@200 D10－@200 D10－@200
1-D13

RS1
RS2

RS1～3

補強筋：D13-@200
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（A3）S=1:30

鉄骨架構詳細図、屋根スラブ断面リスト　
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